


例　　ロ

1．本書は、山崎計一郎が行う長屋建住宅建設工事に伴う西近津遺跡群西近津遺跡Ⅵの発掘調査報告
書である。

2．調査原因者　　　　　　　山崎　計一郎

3．調査主体者　　　　　　　佐久市教育委員会

4．遺跡名及び所在地　　　　西近津遺跡群西近津遺跡Ⅵ（NTⅥ）
長野県佐久市長土呂字森下1803－3

5．調査期間及び面積　　　　試掘調査　　平成20年12月10・11日

調査期間　　平成20年4月22日～平成20年6月6日

整理期間　　平成20年6月9日～平成21年3月27日

調査面積　　285Iポ（開発面積634Iの
6．調査担当者　林　幸彦　佐々木宗昭

7．本書の編集・執筆は、写真図版を佐々木が他を林が行った。

8．本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1．遺構の略記号は、住居祉（H）・掘立柱建物址（F）・土坑（D）・溝状遺構（M）・ピット（P）である。

2．挿図の縮尺は次のとおりである。下記以外の物については挿図中にスケールを示す。
住居祉1／80　土坑1／60　　土器1／4　鉄器1／3

3．遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

4．土層・遺物胎土の色調は、1988年版『新版　標準土色調』に基づいた。
5．調査区グリットの、間隔は4×4mに設定した。

6．スクリーントーンの表示は以下のとおりである。

四地山断面　Eヨ　柱痕　　巨望ヨ　焼土範囲　団床下埋め土

炭と焼土

E＝］分布範囲　〃■須恵器断面　Eコ黒色処理
石磨り面
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第1図　西近津遺跡群西近津追跡Ⅵ調査全体図（1：200）



第I章　発掘調査の経緯

1．立地と経過

西近津遺跡群は、佐久・小諸両市境を南西に流下する湧玉川左岸の田切り台地上に立地し、標高は
700～713mを測る。台地の南側は、浅い低地で周防畑遺跡群と画されている。近津神社西からJR小

海線に至る大きな遺跡群で、縄文・弥生・古墳・奈良・平安・中世の遺構や遺物が多く知られている。

鷺林城跡が西端にある。今回の調査地点に近接した中部横断自動車道予定地で長野県埋蔵文化財セン

ターにより発掘調査が継続中である。200軒を超える弥生時代後期、古墳時代、奈良・平安時代等の
竪穴住居地をはじめ、国内最大級の弥生時代後期の住居址や古代鋼印「辞子私印」が発見され注目を

集めている。付近の市道改良工事に先立つ発掘調査では、約100軒の竪穴住居祉（弥生後期～平安時
代）等が検出されている。

今回、山崎計一郎が長屋建住宅建設工事を行うことになり、佐久市教育委員会が試掘調査を行った。

結果、遺構が発見されたため保護協議を行い、駐車場予定地を除く建物基礎部分と擁壁部分に対して
記録保存目的の発掘調査を行う事となった。

第2図　西近津遺跡群西近津遺跡Ⅵ位置図（1：25，000）

－1－



2．調査体制

調査主体者　佐久市教育委員会　教育長　木内　清
事　務　局　社会教育部長　内藤孝徳　　　社会教育部次長　柳沢本樹

文化財課長　森角吉暗　　　文化財調査係長　三石宗一

文化財調査係　林　幸彦　並木節子　須藤隆司　小林真寿　羽毛田卓也　神津　格
冨沢一明　上原　学　出渾　力

調査体制

調査担当者　林　幸彦　佐々木宗昭

調　査　員　磯貝律子　堺　益子　澤井知春　清水澄生　清水律子　日向昭次　中山清美
小林よしみ　赤羽根充江　岡村千代美　大工原達江　田中ひさ子　広瀬梨恵子

山元有美子　橋詰勝子　橋詰信子　堀籠保子

3．基本層序

遺跡調査地点は、南西に流下する湧玉川に浅間第一軽
石流の堆積物が浸食され形成された田切り台地上にある。

標高709．0m

遺構は地表下30－40cmの第Ⅲ層褐色土の上面で確認さ　　標翻8・

れた。第Ⅱ層中には、小円礫や砂のブロックが見られ小

河川の流れが度々あったと思われる。

4．検出遺構と遺物の概要
遺構　竪穴住居址9軒（古墳時代後期6軒、平安時代3軒）、

惜1屑　黒褐色土（10YR3／4）

耕作土

Ⅲ層　暗褐色土（10YR3／4）

しまりあり。パミス少量。

Ⅲ屑　褐色土（10YR4／4）

パミス多丑。

Ⅳ周　明黄褐色土（10YR6／8）

パミス多丑。浅間第1軽石流

第3図　西近津追跡Ⅵ標準土層模式図

掘立柱建物祉2棟、土坑4基、溝状遺構4条、ピット25基
遣物　縄文土器、弥生後期土器、土師器、須恵器、白磁、銅製品、鉄製品、石製品

第4図　西近津遺跡群西近津遺跡Ⅵ調査範囲図（1：5，000）
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5．遺跡の周辺遺跡

西近津遺跡群やその周辺の遺跡内では、圃場整備、長野新幹線、佐久平駅周辺の区画整理事業、道
路改良、中部横断自動車道等の大規模な開発が続いている。

西近津遺跡群内では、昭和46年度の西近津遺跡の調査から11地点（第9表）で発掘調査が行われて

いる。田切の台地上長さ1km幅0．3kmの範囲で、弥生時代後期・古墳時代・奈良時代・平安時代の竪

穴住居址等が発見されている。特に本調査地点東隣の長野県埋蔵文化財センターにより進められてい

る西近津遺跡群では、古代銅印「辞子私印」をはじめ床面積46坪の巨大な弥生時代後期の竪穴住居址
や弥生時代後期～平安時代の300棟を超す竪穴住居址等が検出されている。また、県調査範囲で東西

にのびる弥生の大浦があるが、西側100mの西近津Ⅳまでのびることが確認された。下長畝遺跡では

多くの縄文時代中期・後期の土器が出土しているが、西近津遺跡Ⅳで中期の土坑が検出されただけで、
該期中心は鷺林城に寄るのであろう。

北方の鋳物師屋遺跡群では馬の埋葬墓や古墳～平安時代の集落址、芝宮・中原・長土呂遺跡群では

2，000棟前後の竪穴住居址を含む古墳～平安時代の集落址、南方の濁り遺跡では古代の水田址、西一

里塚遺跡では弥生時代後期の環濠集落や墓域が、一本柳遺跡群や北西の久保遺跡では多量の埴輪・馬

具を伴う古墳群と弥生時代中期～後期・古墳時代～中世におよぶ集落址等枚挙に達がないほどの遺構
と遣物が発掘調査されている。南東に隣接する周防畑遺跡群内でも、弥生時代後期～平安時代の集落

牡と墓城が調査されている。また、最近の調査で佐久地方では、検出例の少ない弥生時代末から古墳

時代初頭の小規模な集落も岩村田松の木遺跡・塚原藤塚遺跡・長土呂北近津遺跡群などの古東山道道
筋に推定される地域から発見されている。

第5図　西近津遺跡群西近津遺跡Ⅵ位置・周辺追跡分布図（1：10，000）

－3－



第I章　遺構と遺物

1．竪穴住居址
（1）H1号住居址
本址はお・か・き－5－7G rに位置し、H2・Fl・P30～P33・P68－P70・P43に切られ、

l

ノ ミミヨニラ711

0　　　　（1．4）　　10cm

G　　　5　G，　　D D’

21　　2　　　　封

E E’　　F F’

標高70810n
O　　　（1こ80）　　2m

1屑　暗褐色上（10YR3／4）小磯を含む。
カマド寄りには、灰白色粘十と焼」ブロック
含む。（人為的）

2厨　暗褐色士（10Ylく3／3）
炭化胡少星、焼士粒子、明黄褐色土のブロック
含む。（人為的）

3層　褐色土（10YIH／4）
灰白色粘し、焼士ブロック多く含む。

4屑　壬，褐色土（10YR2／3）焼土と炭やわらかい。
5屑　褐色土（用YR4／4）明黄褐色士が多ilt。
6層　褐色lニ（10YR4／4）

明黄褐色土のブロック多丑。
7屑　狼褐色土（10YR3／2）柱痕、やわらかい。
8屑　褐色土（10YR4／4）

明黄褐色土のブロック多迫。
9層　にぷい黄褐色＿1ニ（10YIi4／3）

明黄褐色土・黄褐色土のブロック多量。
10層！．＝褐色上（10YR3／2）

明褐色土のブロック含む。
11屑　黒褐色土（10YR3／2）

炭化粒子・焼土粒子含む。

3

＼嶺盛堅グ7

6　　、、㌔壷＝こ去iき■r8

第6図　H1号住居址及び出土遺物実測図
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（1．80） 4m

泣　　　　　N’　0　　　　　9’
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30屑　褐色土（10Yl団／4）かたくしまる。明黄褐色士を帯状に含む。

23屑の上端床面状となっている。

31屑　暗褐色土（10Yl招／3）藁褐色土・黒褐色士のブロック多造。

¢　　32屑　褐色土（10YR4／4）しまりあり。明黄褐色土黄褐色土・暗褐色土

のブロック含む。（床下埋め土）

33屑　褐色土（10YR4／4）明黄褐色土・黄褐色土・暗褐色土のブロック

多鼠，（床下埋め土）

34屑　褐色土（10YR4／4）柔らかい。明貞褐色土・黄褐色土のブロック

含む。暗褐色土のブロック多造。（床下埋め土）
35層　にぷい黄橙色土（10YR6／4）黄褐色1ニ

黄褐色士・暗褐色土の小ブロック少出。

第7図　H1号住居址及び出土遺物実測図

一5－

0　　　　（1こ4）　　10cnl



二

　

、

．

、

．

　

▼

　

　

い

　

．

．

．1J、、

・〕 扱高70810m
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12層　明赤褐色土（5YR3／3）
焼土ブロック多正。

13層　赤褐色土（25YR4／6）
下方5mm焼け込んでいる。

14層　にぷい赤褐色土（5YR4／4）

にぷい赤褐色土、焼士、炭のブロック。
15層　別赤褐色上（5YR5／6）焼上
16周　明赤褐色lニ（5YR3／4）紬士が主。
17貯　果裡r色土（7．5YR2／2）朕が＿iニ。
18層　別褐色土（7．5Yl～5／8）

灰が主。蛙上ブロック多flL。
19層　褐色土（75Y】H／4）

粘土小ブロック少量。焼こし小ブ
ロック少量。

20屑　暗褐色lこ　く7．5YR3／4）

粘土、・焼土ブロック少址。
21屑　褐色士（10YR4／4）

l男黄褐色士の小ブロック多品。（床）

22屑　赤褐色土（25YR4／6）焼士。（焼け込み）

23層　暗褐色土（5YR3／3）焼1こ粒子多重。

24層　暗赤褐色土（5YR3／3）

L端から5mmの聞焼け込んでいる。

25屑　暗褐色1こ（7．5YR3／4）灰白色粘土を含む。

26層　暗褐色土（7．5YR3／4）やわらかい。

27屑　褐色」こ（75YR4／6）

灰白色粘土・褐色土川音褐色ニLの

ブロック含む。（カマド構築ニlこ）

28層　明褐色土（7．5YR5／6）

浅顔樺色」この粘t含む。

29屑　暗栂色土（7．5Y113／4）

灰白色しこの粘レ小ブロック、炭少！lt含む。

＼

29
0　　　　（14）　　10C皿

第8図　H1号住居址カマド及び出土遺物実測図

M2号溝状遺構より新しい。平面規模は北壁検出部6．0m、東壁7．2m、両壁検出部6．0mを測る。平

面形態は隅丸の方形になろう。壁残高は最深58cmを測り、カマドを中心とする主軸方位はN－280－
Wを示す。覆土1・2層は人為埋土とみられる。主柱穴Pl～P4が南北4．0m東西4．0mの方形に配
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第9図　H1号住居址出土遺物実測図

置されている。柱痕はPlは径40cmP3は径50cmの円形、P2は長径40cm短径30cmP4は長径50短径

40cmの楕円形で、深さはPlが90cmP2が70cmP3が80cmP4が75cmを測る。床面下から検出された

PlO～P13は南北3．2m東西3．2mの方形に配置されて、桁行・梁行とも本地の北壁や東壁と平行して
いる。旧主柱穴PlO～P13を主柱穴Pl～P4に替え北東コーナーを基点に住居の拡張がなされたと

みられる。東西壁下に対崎する楕円形のP5・P6の底面は凹凸が激しい。P7は南壁中央直下にあ

り柱病状の堆積が見られる。北壁に壁柱穴P8・P14が両壁にP9が掘られている。床面下の掘方は
旧主柱穴PlO～P13がつくる方形内が浅く、その範囲から想定される旧壁までが深く掘られている。

旧カマドの存否は定かでないが、カマドは北壁の中央に設置されていた。両袖と煙道の一部が残る。

袖部には石芯が窺える小ピットがある。灰白色・浅黄橙色粘土・暗褐色土で構築されている。床面は
全体に堅く敲き締められていた。周溝は、カマド部を除き壁下を巡る。床面中央から両壁にかけて焼
土と炭が多量に見られた。

出土遺物には、須恵器、土師器、縄文土器、弥生土器、鉄器、銅製品、鉱澤、石器、石製品、炭化

種子がある。カマド東側の覆土中とカマド中から多く出土した。カマド内から獣の焼骨出土。

10は須恵器高杯蓋とも考えられるが欠損部基部周辺の調整が粗く、無蓋高杯とした。杯部休部と口
縁部の境に稜を有する。カマド出土片とⅢ区床面出土片が接合した。11は小型の須恵器で、細い頚部

からラッパ状に外反し、頸部端で段をなして外反する。口縁端部は僅かに内題気味である。Ⅱ区床面

から出土した。24は須恵器短頸壷で頸部に別個体の口縁先端部が融著している。Ⅱ区の床面下から出

土した。8は手持ちへラケズリされる須恵器杯で混入遺物である。1－7は土師器杯で、4～7が内
面黒色処理される。1・2は須恵器蓋杯模倣タイプの杯で休部と口緑部の境に段を有する。4・7は

浅い半球状の底部から口縁部が外傾し4は休部と口縁部の境に稜を有し、7は段を有する。5・6は
半球状の底部で5は底部厚く口縁部が短く緩く外反し、6は素縁日縁である。3は浅い半球状の底部
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第1表　H1号住居址出土遺物観察表

恥 種　 別 器　 種
法　　　　 要 成F　形 ・ 調　 整 ・・ 文　 様 備　　 考 出土 位 置

口 径 （長 ） 厩 径 （幅 ） 器 意 （厘 ） 内　　　　 面 タも　　　　　 面
1 土 師 岩 土不 （1 2 ．6 ） （12 ．4 ） く4 ．1 ＞ ヘ ラ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 I 区 周 溝

2 土 師 器 1不 日 1 ．2 ） （10 ．2 ） く3 ．7 ＞ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 Ⅲ区 ． カ マ ド

3 土 師 器 土不 （12 ．4 ） 日2 ．0 ） ＜2 ．6 ＞ ナ デ ナ デ 回 転 実 測 Ⅳ 区

4 土 師 器 土不 （14 ．4 ） （10 ．8 ） ＜3 ．6 ＞ ヘ ラ ミ キ 、黒 色 処 理 ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実測 I 区

5 土 師 器 I不 14 ．1 6 ．10 ヘ ラ ミ キ 、黒 色 処 理 ヘ ラ ケズ リ→ ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実測 Ⅲ 区 、 Ⅳ 区床

6 土 師 器 土不 （12 ．4 ） － く4 ．6 ＞ ヘ ラ ミ キ 、黒 色 処 理 ヘ ラ ケズ リ→ ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実測 T 区 、 Ⅳ 区床

7 土 師 詣 土不 － 7 ．3 く2 ．1 ＞ ヘ ラ ミ ガ キ 、黒 色 処 理 ヘ ラ ミカ キ 完 全 実測 Ⅲ 区

8 須 恵 器 土不 － － ＜1 ．5 ＞ ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロナ デ 、 底 部 手 持 ち へ ラ ケス リ 回 転 実測 I 区

9 土 師 器 高士不 － － ＜4 ．5 ＞ 土不郡 へ ラ ミ ガキ 、 黒 色 処 理 、脚 部 ナ デ ヘ ラ ミガ キ 完 全 実測 ［区

10 須 恵 器 高 士不 （1 1，6 ） ＜ 3 ．8 ＞ ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロナ デ 、 i不部 回 転 へ ラ ケ ズ リ 回 転 実測 カ マ ド、 I ・Ⅲ ・Ⅲ 区

1 1 須 恵 器 は そ う （9 ．4 ） ＜ 1 ．g ＞ ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロナ デ 回 転 実測 1 区 、 ［区 床

12 土 師 器 鉢 22 ．1 く 9 ．1 ＞ ヘ ラ ミ キ ヘ ラケ ズ リ→ ヘ ラ ミ ガ キ 完 全実 測 I 区 、 Ⅱ区 、 Ⅳ 区 、 P 6

13 土 師 器 鉢 （9 ．2 ） － ＜ 5 ．3 ＞ ヘ ラ ミ 羊 、 黒 色 処 理 ヘ ラ ミガ 辛 、 黒 色 処理 回 転実 測 I 区

14 土 師 器 整 － 7 ．3 ＜ 3 ．1 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラケ ス リ 完 全実 測 Ⅲ区 、 カマ ド左 ソ デ

15 土 師 語 要 （13 ．8 ） － く 5 ．5 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラケ ズ リ 回 転実 測 I 区床 直

16 土 師 器 渠 － （6 ．4） く 3 ．4 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラケ ス リ 回 転実 測 r 区

17 土 師 器 盗 － 6 ．2 く 5 ．2 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラケ ス リ→ パ ケ 自 完全 実 測 I 区 2 暦

18 土 師 器 蛮 （2 2 ．4 ） － く 4 ．9 ＞ ヘ ラナ テ ヘ ラケ ズ リ 回 転実 測 カ マ ド、 ］区 床

19 土 師 器 盗 （2 2 ．2 ） － ＜ 6 ，6 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラケ ズ リ 回転 実 測 1 区 、Ⅳ 区

20 土 師 返 蛮 （2 2 ，4 ） く 4 ．9 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラケ ズ リ 回転 実 測 カ マ ド、 Ⅲ区 床

2 1 土 師 嵩 塵 （18 ．0 ） く 8 ．2 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラケ ス リ 回転 実 測 I 区 、カ マ ド

22 土 師 器 婆 － － く 9 ．8 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラケ ス リ → ヘ ラ ミガ キ 完 全 実 測 カ マ ド、 1 区

23 土 師 器 K2 － － ＜2 5 ．3 ＞ ヘ ラ ミ ガキ ヘ ラケ ス リ ー→ ヘ ラ ミガ キ 完 全 実 測 カ マ ド、 1 ・Ⅲ ・Ⅲ区

24 須 恵 器 短 頚 壷 日0 ．4 ） － く 5 ．0 ＞ ロ クロ ナ デ ロ クロ ナ デ 、 タ タ羊 、 突 帯 貼 付 回転 実 測 ］ 区 ホ リ方

r血 器 1車 素　 材 一　一　　　　・ 爵大 長 最 大 幅 最 大 厚 重　 王 所　　 見 出 土 位置

30 磨 石 輝石 安山 岩 1 1．00 5 ，60 4 ．00 3 04 ，2 0 正 面 に す り 画 Ⅳ 区

31 磨 石 輝石 安 山 岩 （7 ，00 ） （7 ．80 ） 4 ．60 3 9 1．8 0 正 面 に す り 面 Ⅳ 区

3 2 磨 石 ・恕 石 安 山岩 1 1．30 8 ．55 2 ．50 3 65 ．6 0 正 面 に す り 画 、正 面 ・左 右 側 面 に 敲 打痕 1 区

3 3 磨 石 輝 石 安 山 岩 10 ．65 8 ．75 5 ．90 7 89 ．5 0 正 面 に す り 面 床

3 4 歯 石 ・敲 石 輝 石 安 山 岩 ＝2 ．20 ） 7 ．70 3 ．60 （4 84 ．0 0） 正 面 ・上 端 郡 ・左 右 側 面 に 高真打 痕 、 下部 欠 損 Ⅳ 区

3 5 磨 ・ 石 角 閃 石 13 ．10 9 ．10 3 ．90 5 82 ．70 正 面 に す り 面 、右 側 面 に 敲 打 癌 I 区

3 6 石 製品 軽 石 8 ．40 6 ．80 6 ．40 13 4 ．30 条 療 あ り Ⅳ 区

3 7 打 斧 輝 石 安 山 岩 （10 ．35 ） 7 ，20 2 ．10 22 8 ．90 フ ク土

3 8 磨 石 輝 石 安 山 岩 8 ．4 0 6 ．80 6 ．4 0 13 4 ．30 条 痕 あ り Ⅳ 区

3 9 耳 鎧 銅 2 ．3 0 2 ．60 0 ．7 0 14 ．70 Ⅲ区

4 0 耳 鍔 銅 2 ．2 0 2 ．35 0 ．7 0 12 ．10 皿区

4 1 石 核 黒 曜 石 3 ．10 2 ．30 1 ．2 5 7 ．4 0 Ⅲ区

4 2 鉄 鍍 鉄 11 ．50 1 ．10 D ．3 0 Ⅳ 区

で口縁部短く直立気味に立ち上がる。12は土師器鉢で内外面へラミガキが施される。13の土師器壷は、

内外面へラミガキが施され、内外面黒色処理される。14～22は土師器長胴碧で、18・20は最大径が口
縁部に、15・19は休部にある。23は外面へラケズリ後へラミガキされ、内面も一部へラミガキの土師

器壷である。26・27・29の縄文後期土器、28の弥生後期土器は混入遺物である。41は長頸棟箆被直角

開片丸造三角系式の鉄族で、現存長11．5cm。Ⅳ区の床面下から出土した。鋼芯金張りの耳鐙が2点、

39はⅢ区覆土2層から40は同1層から出土した。30～33・35・38は磨石で32・35には敲打痕もみえる。
34は敲石、36は軽石で鋭利な傷がある。43の臼玉はカマドから、鉱渾2点はP12両脇の床面直上から

炭化種子（クルミ）はP4脇の床面直上から出土した。

本址はこれらの出土遣物より6世紀後半に位置づけられる。

（2）H2号住居址
本址は、え・お・か－7Grに位置し、Hl・P67・68より新しい。平面規模は北壁4．3m、東壁

検出部1．6m、西壁検出部1．6mを測る。平面形態は隅丸の方形になろう。壁残高は最深30cmを測り、

軸方位はN－250－Wを示す。覆土1・2層は人為埋土とみられ、2層は地山黄褐色土の小ブロック

‾、こ、t、、．、

標高70790M
O　　　（1こ80）

2In

1屑　暗褐色上（10YR3／3）柔かい。

2個　暗視色土（10YR3／4）黄褐色士の小ブロックが主。

3屑　にぷい黄褐色‾L（10YR4／3）

4屑　にぷい黄褐色土（10YR4／3）黄褐色土のブロックを多猛に含む。

罷融凶蟹竜

5屑　褐色士（10YR4／4）

6層　黒褐色土（10YR3／2）

7層　褐色土（10YR4／4）にぷい黄橙の′トブロックを多足に含む。

第10図　H2号住居址実測図
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第2表　H2号住居址出土遣物観察表

随 種　 別 器　 種
法　　　　 量 成　 形 ・ 調　 整 ・ 文　 様 l 備　 考

出 土 位 置
口 径 （長 ） 底 径 （幅 ） 器 高 （厚 ） 内　　　　 面 外　　　　 面

1 白磁 腕 － （7 ．0） く2 ．0 ＞ ロ ク ロ ナ デ→ 極 細 ロ ク ロナ デ → 高 台 削 出 し →飽 和 回 転 実測 I 区

Nn 器　 種 素　 材 残 存 率 最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 重　 量 所　　 見 出 土 位 置

2 角 釘 鉄 製 品 － ＜4 ．g ＞ 0 ．70 0 ．3 5 I 区 ・ 1 層

3 磨 ・台 石 輝 石 安 山 岩 13 ．9 13 ．8 0 8 ．80 22 15 ．00 ア ク が付 着 して い る I 区

が主である。主柱穴Pl・P2が北壁に

平行に配置されている。Plは長径70cm
深さ57cm、P2は深さ37cmを測る。Pl

から東に延びる深さ9cm断面U字形の溝

が検出された。間仕切り溝であろうか。

床は平坦で部分的に固く敲き締められて
いるが総じて軟弱である。深さ2－8cm

の周溝が、東壁と北壁の一部壁下にみら

れた。P2の東床面上に焼土と炭化材の
堆積が見られた。北壁の中央に試掘トレ

ンチが及んでいるため壁等が失われてい

る。遺物は図示したもの以外は須恵器・

土師器の小片であった。1は白磁碗の底

部である。2は両端が欠ける鉄製品、3
は台石で表面に搾痕があり、磨られたも

♂

子

′

　

旦

　

（

払

　

且

旦 旦＿

；‾．モー‥一二て・ニ：→：ざ

0　標吾7霊冒m　2m

＼∈∃≡＝プ′－

脹
0　　（1こ3）　6cm

、、、、l‥lllllll、、ll、一l・一一、、、l一．1㌧、‥、l、、一、ベト一、、一‥一・

、

ヽ

ヽ

、
“
、
・

l
ヽ
l
ヽ
　
　
l

UI

l屑　暗褐色土（IOYR3／3）

小擦、炭化物少窺。

にぷい黄褐色土微量含む。

2層　灰黄褐色土（10YR4／2）

粘土質。

灰黄褐色土微亜含む。

D’　3屑　暗褐色土（10YR3／4）

小礫を少量、パミス微最含む。

4層　暗褐色上（10Yl13／4）

0．5～1cm大の小敵を少皿含む。

5屑　褐色土（10YR4／4）

0　　　（1．4）　　10cml

第11図　H2号住居址出土遺物実測図

のであろうか。本址は少ない出土遺物で時

期は明確でないが、11世紀代に位置づけら

れようか。

（3）H3号住居址

本址は、う・えー5・6Grに位置し、
M2・H5を切る。規模は北壁は2．4m、

東壁3．0m、両壁2．5m、西壁3．3mを測り

隅丸長方形を呈す。壁残高は最深12cmを測

り、長軸方位はN－250－Eを示す。ピッ

トは4個検出された。Pl～P3は柱穴と
みられPlは長径30cm短径24cm深さ23cm、

P2は36cm短径28cm深さ35cm、P3は径30

cm深さ39cmを測る。北東コーナーのP4線

は床面より5－10cm程高くなっていた。長
径140cm短径80cm深さ10cm。床は軟弱で平

坦でない。カマド等は検出されない。遺物

6屑　にぷい黄褐色王（10YR4／3）

ノト礫（1clu大）、パミス（05～1cm大）

を多く含み、黄色ロームブロック微蓑

含む。（貼床）

1　◎　　2
0　　　　（14）　　10cnl

第12図　H3号住居址及び出土遺物実測図
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は土師器杯と磨石が図示できた。1の土師器杯は浅い平底気味の底部から口縁部が外傾し内面黒色処

理される。2は小型の磨石である。

本牡は少ない出土遺物で時期は明確でないが、H5号住居地よりは新しい。
（4）H4号住居址

本址は、あ～えー4・5～7Grに位置し、P56－P58・P61・P62に切られ、H5・M2を切っ

ている。平面規模は北壁検出部2．4m（推定7m）、東壁検出部2．1m（推定6．8m）両壁検出部6．4m

（推定6．8m）、西壁6．8mを測る。平面形態は隅丸方形を呈す。壁残高は最深65cmを測り、軸方位はN
－250－Wを測る。覆土は3層に分層され、2層は人為埋め土である。

主柱穴Pl・P2は西壁と平行に配置し、深さPlは70cmP2は90cm。柱痕はPlが60cmX40cmの

楕円形、P2は径25cmの円形。西壁中央と南壁に壁柱穴P5・P6がある。Plから西に延びる深さ

C’　D　　　　旦＿’旦

1屑　暗褐色土（10YR3／4）パミス・ローム粒子徴軋　少磯少並。

2眉　黒褐色士（10YR3／2）ローム粒子をレンズ状にロームブロック慮状に

炭化物を含む。

3層　にぷい兵褐色土（10Y則／3）小磯・ロームブロックを少硫含む。

4層　褐灰色土（10YR4／1）ローム粒子徴札

5層　暗褐色土（10YR3／3）パミス微軋

6屑　にぷい黄褐色土（10YR5／4）県褐色土のブロック少量含む。

7眉　暗褐色土（10YR3／3）　ローム粒子・パミス少正含む。

E’　　F F’

標高708．60m
（1・80）　　2m

8層　にぷい黄褐色士（10YR4／3）ロームブロックをレンズ状に、暗褐色士

ブロックを含む。

9屑　明黄褐色土（10YR6／6）ローム主体。非常にやわらかい。

10屑　漁褐色土（10YR2／3）パミス少韮含む。

11屑　黒褐色土（10YR2／3）ローム粒子・パミス少蒐含む。

12屑　灰黄褐色・上（10YR4／2）黒褐色土・ロームを少韮含む。

13屑　暗褐色士（10YR3／3）ロームブロックがレンズ状に含まれる。（床面）

14層　にぷい黄褐色土（10YR5／4）暗褐色土を多投に含む。

15屑　明黄褐色土（10YI16／6）暗褐色土ブロック少軋

16屑　にぷい黄褐色士（10YR5／4）ロームブロック・暗褐色土を含み、やわらかい。

第13図　H4号住居址実測図
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第14図　H4号住居址出土遺物実測図

26cm断面U字形の間仕切り溝が検出された。この溝に平行に対時するP3・P4も関連あろうか。深

さ8～26cmの周溝が、P5周辺を除き壁下を巡る。床面は全体に堅く敲き締められていた。

出土遺物には、須恵器、土師器、縄文土器、弥生土器、鉄器、鉄製品、石器、石製品、獣骨がある。
10は須恵器杯身で、口径10．6cmと小さい。口縁端部のたちあがりは短く内傾し、受部端部とほぼ同

一11－
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0　　（1こ2）　　4cm

第15図　H4号住居址出土遺物実測図

一の位置となり、ほとんど形骸化している。丸みを持った底部は、回転へラケズリ調整である。Ⅲ区

P2北の床面直上から出土した。11・12・14は須恵器坪蓋で杯身と同様小型で11・12の口径は10cm以
下である。11・12の天井部は低く平になり、11は手持ちへラケズリ12はヘラナデされる。14の口緑部

は垂直に下がる。13・15は須恵器高杯で、無蓋高杯の13は杯部浅く内題気味に立ち上がり口緑部短く

外反する。16は分厚い底部の須恵器措鉢、底部内面に括り痕がみえる。Plから出土。17は櫛描波状

文が施される須恵器腺。18・19は須恵器小型壷で間仕切り溝内から出土。18の底部は回転へラ切り後
ナデ調整、19は休部下部回転へラケズリ、底部はへラ切り後ナデ調整される。1－6は土師器坪、半

球状でロ縁部が素直に開くもの2・4、口緑部が内題するもの1・3・5がある。6～8は林部内面

－12一



第3衷　H4号住居址出土遺物観察表
Na 琴　 別 器 、種

法　　　　 量 成　 形 ・ 調　 整 ・ 文　 様
備　　　 考 出土位置口径（長）底径 （暗）器高（厚） 内 、　 面 外　　　　 面

1 土師器 士不 （11．8）
－ ＜3 ．6＞ ヨコナデ 体部へラケズリ→ナデ、ヘラナデ→口緑ヨコナデ 回転実測 Ⅳ区

2 土師器 士不 （13．2） － ＜3 ．2＞ ヨコナデ 休部へラケズリ→口緑ヨコナデ 回転実測 Ⅲ区
3 土師器 士不 （11．0） － ＜3 ．5＞ みこみ部ナデ→口緑ヨコナデ 口緑ヨコナデ→休部へラケズ リ 回転実測 Ⅳ区
4 土師器 士不 （17 ．0）

－ ＜4 ．5＞ ヨコナデ、放射暗文あり 口緑ヨコナデ→休部へラケズ リ後ミガキ 回転実測 Ⅲ区
5 土師器 士不 （12 ．1）

－ ＜3 ．4＞ ヨコナデ 口緑ヨコナデ→体部へラケズリ 回転実測 Ⅲ区、 トレンチ 4
6 土師器 高士不 （17 ．0）

－ ＜3 ．2＞ ミガキ→黒色処理 ミガキ 回転実測 Ⅲ区

7 土師器 高士不 － － ＜4 ．6＞
杯郡 ミガキ→黒色処理ミガキ、脚部ナ

デ→黒色処理
ミガキ 完全実測 Ⅲ区

8 土師器 高士不 － － －
士不部ミガキ→黒色処理、脚部へラナデ ミカキ 完全実測 Ⅲ区床直

9 土師器 鉢 （10 ．0） － ＜6 ．2＞ ミガキ→黒色処理 口緑ヨコナデ→体部へラケズリ→ミガキ 回転実測 Ⅲ区3 層
10 須恵器 士不 10 ．6 － 3 ．20 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ 完全実測 Ⅲ区床直
11 須恵器 蓋 （9 ．7） （8 ．3） 3 ．00 ロクロナデ 仁クロナデ→天上那手持ちへラケズリ 回転実測 Ⅲ区、 Ⅲ区

12 須恵器 去皿エ1
（10 ．0） （4 ．5） 2 ．90 ロクロナデ

ロクロナデ→天井部切 り離し後へラナデ→外周回転

へラケズリ
回転実測 Ⅲ区

13 須恵器 高士不 （17 ．0）
－ ＜3．4 ＞ ロクロナデ ロクロナデ→天井部回転へラケズリ 回転実測 Ⅲ区

14 須恵器 蓋 （12 ．6）
－ ＜3．5 ＞ ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 Ⅲ区

15 須恵器 高士不 － － ＜2．3 ＞ ロクロナデ ロクロナデ→士不部回転へラケズ リ 完全実測 Ⅳ区 3 層

16 須恵器 漕鉢
－ 9 ．2 ＜5．3 ＞ ロクロナデ ロクロナデ→底部へラナデ

完全実測

内面磨耗
Ⅲ区 P l

17 須恵器 壊
－ － ＜6．7 ＞ ロクロナデ→一部ナデ

ロクコナデ→回転へラケズリ、底部へラナデ→胴上

半 2 本の沈線で区切り3 本 1 組の櫛描波状文を施す
回転実測 Ⅲ区

18 須恵器 小壷 8 ．5 4 ．3 5 ．1 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラ切 り
完全実測、内面底

部に自然和付着
Ⅲ区間仕切り内

19 須恵器 小壷 5 ．8 3 ．7 4 ．6 ロクロナデ
ロクロナデ→底部回転糸切 り→底部外周回転へラケ

ズ リ

完全実測、外面 に

自然柚付着
Ⅲ区間仕切り内

20 土師器 薙
瓦

（21．8） － ＜15．5 ＞ □緑 ヨコナデ→胴部へラナデ 口緑ヨコナデ→胴部へラケズ リ 回転実測 Ⅲ区2 層
21 土師器 薙

：瓦 － 6．8 ＜3 ．6＞ ヘラナデ 胴部へラケズリ、底部へラケズリ 完全実測 Ⅲ区
22 土師器 薙

：瓦
（23 ．3）

－ ＜14 ．9 ＞ 口緑 ヨコナデ→胴部へラナデ □緑ヨコナデ→胴部へラケズ リ 回転実測 Ⅲ区 ・Ⅳ区 1 層
23 土師器 薙

瓦
（22 ．0） － ＜7 ．0＞ 口緑 ヨコナデ、胴部へラナデ→ミガキ 口緑ヨコナデ→胴部へラケズリ→ミガキ 回転実測 Ⅲ区

24 土師器 薙
瓦 － （4 ．2） ＜15 ．3 ＞ ヘラナデ 胴部へラケズリ、底部へ ラケズリ 回転実測 Ⅲ ・Ⅳ区 3 層、 トレンチ4

25 土師器 夢薩
瓦 － 5 ．0 ＜6 ．6＞ ヘラナデ 胴部へラナデ、底部へラナデ 完全実測 Ⅲ区

26 土師器 勇至
二瓦

（13 ．2）
－ ＜3 ．9＞ 口緑ヨコナデ→胴部へラナデ 口緑ヨコナデ→胴部へラケズリ 回転実測 Ⅲ区

27 土師器 夢薩
：瓦

（2 1．2）
－ ＜6 ．8＞ 口緑ヨコナデ→胴部へラナデ 口緑ヨコナデ→胴部へラケズリ 回転実測 Ⅲ区2 層

28 土師器 土壁 －
（9 ．0） ＜7 ．3＞ ミガキ 胴部ミガキ、底部ミガキ 回転実測 Ⅲ区ホ リ方 ・P 5

29 土師器 台付婆 － （13．0） ＜5 ．0 ＞ ヨコナデー→ヘラナデ 三万キ 回転実測 Ⅲ区
ヨ0 去声両室 薙

瓦 － － － 会うナデ ヘラケズリ 破片実測、墨書 フク土
．恥 ！…．器亘瀾行 素 木材 残存率 ．．．最犬長 ．′‥最大坤義一．．．．．．・．最大摩 ；；．．善．．．．※量 ‾． 箪斬‡擁 ！．瀧 －．．．．．′ ．‾‡出土位置 ．．．．．．
38 台石 輝石安山岩 27 ．0 18 ．6 15 ．00 11660 ．0 ノミ痕あり。表裏面に擦痕 ・敲打痕有 り。 Ⅲ区床直
39 磨石 輝石安山岩 15 ．0 12 ．7 3 ．70 1050 ．0 表裏面に擦痕 Ⅲ区P l
40 磨石 ・敲石 輝石安山岩 9 ．8 5．2 3 ．10 280 ．0 基部に敲打痕、表面に若干の敲持病有 り。表裏面に擦痕。 Ⅲ区 3 層
41 敲石 粗粒砂岩 6 ．5 5．8 2 ．00 100 ．0 側面全周に敲打痕有り。 Ⅳ区
42 凹石 石英安山岩 13 ．4 13 ．2 8．40 855 ．0 面取 りされている。 Ⅲ区周溝
43 磨石 ・敲石 石英安山岩 ＜5 ．8＞ 7 ．1 4．00 180 ．0 基部側面に敲打痕、表裏面に擦痕。 Ⅳ区
44 磨石 ・敲石 泥質砂岩 ＜5 ．3＞ 7 ．7 4 ．00 180 ．0 基部側面に敲打痕、表裏面に擦痕。 Ⅲ区
45 磨石 ・敲石 硬質砂岩 8 ．4 7 ．3 2．10 180 ．0 基部側面に敲打痕、表裏面に擦痕。 Ⅲ区床直
46 磨石 ・敲石 角閃石 12 ．6 7 ．6 4 ．35 545 ．0 基部 ・上部側面に敲打痕、表裏面に擦痕。 Ⅳ区
47 石製品 黒色軽石 5 ．5 3 ．9 3 ．20 35 ．0 面取 りされている。 Ⅳ区
48 敲石 砂岩 12 ．8 4 ．8 3 ．00 275 ．0 基部 ・上部側面に敲持病、左右側面中央に敲打痕。 Ⅲ区
49 石斧品 軽石 8．0 5 ．8 3 ．95 70 ．0 面取りされている。 Ⅲ区
50 石製品 軽石 ＜5．8 ＞ 5 ．8 2 ．00 25 ．0 面取りされている。 Ⅲ区
51 紡錘車 滑石 4 ．5 0 ．8 1．10 30 ．0 Ⅳ区3 層

Ⅲ区2 層52 鈴 鉄 4 ．3 3 ．2 0 ．15 20 ．1

53 鉄毒族 鉄 10 ．9 0 ．6 0 ．30 Ⅲ区2 層
54 刀子 鉄 9 ．9 1 ．2 0 ．25 Ⅱ区床下
55 角釘 鉄 2 ．8 0 ．7 0 ．50 Ⅲ区フク士

黒色処理される土師器高塚である。9は内面黒色処理される土師器小型の鉢。20－22。24～27は土師

器婆、23は内外面よくミガキが施されて壷であろう。30は土師器賓胴部片で、墨書されていると思わ

れるが判然としない。38は台石で側面に型痕がみられる。P2の東脇床面直上から出土した。39は磨

石、41は側面全周に敲打痕がある敲石。40e43～46は磨り面を持つ敲石で擦る敲くの両機能を有す。
51は滑石の紡錘車、53は嫉身を欠く角関長頸の鉄鉱、54は刀子でⅢ区の床下から出土した。

0　　（1．1）　　2cm

蜃＝
一　口　　　　げ

第16図　H4号住居地出土遺物実測図
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0　　（1．3）　　6cm
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52は高さ4．3cm幅3．2cmを測る完形の鉄鈴である。Ⅱ区3層の上部から出土した。下方に一文字の穴

があけられ体内に土製とみられる丸（珠）が封じ込まれている。古代の鈴は佐久市内で、これまで5

点（銅鈴3、鉄鈴1、銅製の馬鈴1）知られている。長土呂遺跡群聖原遺跡平安時代（9世紀後半）
のH770号住居牡から鋼鈴、H203号住居址から銅鈴、H359号住居址から鉄鈴、奈良時代（8世紀第

2四半期）のH499号住居址から鋼製の馬鈴1点。栗毛坂遺跡群西曽根遺跡Ⅳの溝址から銅鈴が出土
した。

本址はこれらの出土遺物より7世紀後半に位置づけられる。
（5）H5号住居址

本址は、あ～え－5～7Grに位置し、H3・H4・P74に切られ、M2を切っている。

瑠l持708　LOm

O　　（1・80） 2m

第17図　H5号住居址実測図
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平面規模は北壁検出部3．7m（推定9m）、東壁検出部1．6m（推定8m）、両壁検出部2．0m（推定9

m）、西壁検出部4．4mを測る。平面形態は隅丸方形を呈す。壁残高は最深56。mを測り、軸方位はN－
250－Wを測る。

城区奄調末

l　‾　l　　一　一1－1－、1　　1　－　－　1－1－　－一　一1－．－

15　11　　　6　8　　　　15　　7

扱高70840m

？　（1瀾）　2m

♂
子

イ

他

膳

／
／

教子蔓孝二；；‘：

1層　暗褐色土（10YR3／3）しまりあり。

2屑　暗褐色‾lこ（10YR2／3）明炎褐色土の小ブロック少軋

3屑　暗褐色土（10YR3／3）白色粘土ブロック・炭少†托、

しまりあり。

4a層　暗褐色土（10YR3／3）焼士の下に炭化材がある。

4b屑　盟褐色上（10YR3／2）糾こ明確な焼士、炭化材含む。

5層　暗褐色土（10YR3／3）周軋

6屑　黒褐色土（10Yl12／2）柾虹柔らかい。

芦：：：≡：：芸：二の蓋蓋≡量菜萎≡：二三
色土のブロック含む。

暗褐色十（10YR2／3）しまる。

暗褐色士（ユOYR2／3）褐色どのブロック含む、しまる。

黄褐色土（10YR5／6）！男黄褐色士が」三。しまる。

灰黄褐色土（10YR6／2）灰白色土が主、堅くしまる。

黒褐色土（10Y112／3）船褐色士・灰白色土の小ブロック
多量、しまる。

14屑　褐色上（10Y洞／4）床下埋め七黒褐色土・灰白色士・

明褐色土の小ノロック多風、しまる

部分としまりない部分があるへ

15層　暗褐色lこ（10Y拇／4）床下埋め七．黒褐色土・明貞褐色

士のブロック多臥　しまりあり。

狼招
第18図　H5号住居址実測図
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第19図　H5号住居址出土遺物実測図

覆土は5層に分層され、1～3層は自然堆積と思われる。4a層内の焼土直下に接した炭化材を含む。

4b層は住居址中央から西側にみられ、厚い焼土がある。東側は床面上に黒褐色土の堆積が見られず、

床面直上に炭化材と焼土があった。Plの南側は炭化材が小片となり形を留めておらず強く燃えたよ
うである。4a・4b層の堆積状況から燃えたのは、住居廃絶後間もない時期かと思われる。

柱穴Pl～P3は、P3の位置から台形気味に配置されていたと思える。柱穴間は、東西4．8m南

北4．8mを測る。径20～30cmの柱痕がPl～P3から確認され、深さはPlが65cmP2が80cmP3が

－16一



第4衷　H5号住居址出土遺物観察表

随 種 ＿、別 ． 琴　 種
法　　　　 量 成　 形 ・ 調　 整 ・ 文　 様

備　　 考 出土位置
‡」コ径（長）嘩径 （幅） 〇雇旨　∈∋ 内　　　　 面、 外　　　　 面器同（厚）

1 土師器 士不 14 ．0 8．9 4 ．6 ヘラミガキ、黒色処理 口緑へラミガキ、底部へラケズ リ→ヘラミガキ 完全実測 Ⅲ区床直

2 土師器 士不 （16 ．4） 9，8 4 ．2 ヘラミカキ、黒色処理 口緑へラミガキ、底部へラケズリ 完全実測 Ⅲ区床直

3 土師器 士不 （9 ．1） （4．2） 4 ．2 ヘ ラミガキ、黒色処理 ヘラケズリ→ヘラ三ガキ 回転実測 Ⅲ区床

4 土師器 士不 （14 ．4） （10 ．6） （4 ，2） ヘ ラミガキ、黒色処理 口緑ヨコナデ、底部へラケズ リ 回転実測 Ⅲ区

5 土師器 高ま不 － － ＜6 ．5＞ ヘラミガキ、黒色処理、ヘラナデ ヘラケズ リ→ヘラミガキ 完全実測 フク土

6 土師器 瓦泉 12 ．7
－ 13 ．7 ヘラミガキ

ヘラナデ

ヘラケズ リ、パケ目→ヘラ三ガキ 完全実測 Ⅲ区4 3 層

7 土師器 裏至
瓦

（15 月） 7 ．2 16 ．2 ヘラケズリ 完全実測 Ⅲ区P 2脇床直

8 土師器 薙
：瓦

18 ．5
－ ＜16 ．2＞ パケ目 パケ目 完全実測 Ⅲ区床直

9 土師器 薙
瓦 13 ．8 8 ．0 12 ．7 ヘラナデ ヘラナデ 完全実測 Ⅲ区 P 2 脇床直

10 土師器 薙
：瓦 － 11．3 ＜生3 ＞ ヘラナデ ヘラミガキ 完全実測 I区炭化材直上

11 土師器 薙
瓦 － 6 ．6 ＜5．2 ＞ ヘラナデ ヘラナデ 完全実測 Ⅲ区 4 a 層

12 土師器 手捏ね土器 9 ．0 4 ．7 5．5 ナデ ナデ 完全実測 Ⅲ区床直

13 土師器 把手付壷 － 8 ．6 ＜31 ．0 ＞ ヘラミガキ ヘラケズリ→ヘラミガキ 回転実測 I 区床直

14 土師器 把手付壷 － － ＜20 ．7 ＞ ヘラミガキ ヘラミガキ 回転実測 Ⅲ区床直

．転 ‾． ：、′、臼ロ
吉富

壷 ．；
素　 材 残存率 最大長 ・渾 大幅 最大厚 ′ 、重　 卦 ．所　 弟子‥ 潤 蜜優麗 ．

15 臼玉 滑石 （1．40） （1．50 ） （0 ．70） （2 ．30） 下部欠損 Ⅲ区床直

16 毛抜 鉄 （1．80） （6 ．50） （0 ．50） I 区 4 a 層

75cmを測る。P4－P6は床面下から検出された。
南壁中央部に床面と同じ高さの面の張り出し部が検出された。周溝は北壁・東壁。張り出し部で確

認された。

床面下の掘方は主柱穴で構成される方形内は浅く、壁に向けて深く掘り込まれている。

北壁中央には、床面上に粘土ブロックがみられ、H4号住居址に破壊されたものと思われる。
炭化した住居建築材が、特にP2周辺から多量に検出された。P3から南は燃え方が激しく原形を

留めているものが少ない。この付近の炭化材の直上には、明確な焼土がみられた。炭化木材の上下か

らカヤ状の炭化物も検出された。P2周辺では、垂木の状態がよくわかる。北面の垂木は棟に斜めに
向かい、西面は真直に向かう。北面の垂木の下には、直交する母屋桁がある。垂木材の幅は20cmを測

るものがある。4a層の炭化材直上の焼土は、屋根に土を被覆していたことも考えられよう。

出土遺物には、土師器、須恵器、縄文土器、弥生土器、鉄器、石製品、獣骨（馬？）がある。

1－4は内面黒色処理される土師器杯。張り出し部床面直上から出土した1は、浅い半球状の底部
から口縁部内埼気味に開く。外面のへラミガキは粗である。2は北壁中央付近の床面直上出土、平底

気味の底部で口縁部と休部の境に外面は凹みが内面には稜を持つ。内外面よくへラミガキされる。4
は所謂有段目縁杯。3は口径が小さくミニチュア品のような形態である。

12は手淫土器で2と接して出土した。5は土師器高塚脚部で内面黒色処理が施される。

6は土師器線で張り出し部の4a層から出土した。球体（楕円形）の休部から口径部ラッパ状に外

反し、短く屈折して口縁部が開く。口径部の中央に段を有す。最大径は口径にあり、休部最大径は休
部中央にある。円孔は上方から斜め下方に穿孔されている。孔の大半が欠損している。底部はへラケ

ズリされ、頸部内面に幅1～1．5cmの粘土帯接合痕みえる。同様な特徴を持つものが岩村田の円正坊

遺跡VのHl号住居祉からも出土している。P2脇の床面直上から出土した7。9は土師器鉢で、下

ぶくれで安定感のある9の底部には木葉痕がみえる。8は土師器婆で2。12と近接して出土した。
13は胴部が丸みを帯び把手を持つ土師器鍋で、内外面ミガキが施される。住居祉中央の床面直上か

ら出土した。14はカヤ状炭化材の下から出土した。13とほぼ同形態の土師器鍋。

15の滑石製臼玉は12の手捏土器横から出土した。16の鉄製毛技はP3北側4a層から出土した。縄
文後期深鉢片は、混入遺物である。

本祉は出土遺物より6世紀後半に位置づけられる。
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（6）H6号住居址

本祉は、い－7・8Grに位置し、H5・P74を切っ
ている。大半は調査区城外にある。多くの部分に撹乱が

及んでいる。

平面規模は北壁検出部2．2m、西壁検出部2．8mを測る。

壁残高は北西コーナーで最深9cmを測る。土層観察面で
は、30cmの壁高が確認できた。

軸方位はN－250－Wを測る。覆土1層は、自然堆積

とみられる。柱穴Plは深さ43cmを測り、柱穴覆土の3
層が柱痕とみられ、径20cmである。

床面は平坦であるが、全体に軟弱であった。

床下の掘り込みは5－10cmと浅く、褐色土ブロックを
含む灰黄褐色土が埋められていた。

カマド等の施設は調査範囲内には見られなかった。

出土遺物は、弥生時代後期・土師器・須恵器片少量で
図示可能なものはない。

切り合い関係から古墳時代後期のH4号住居址（7世
紀後半）やH5号住居祉（6世紀後半）より新しい。

（7）H7号住居址

1層　暗褐色土（10YR3／3）パミス、明黄褐色土、微量含む。

2屑　にぷい黄褐色土（10YR4／3）しまりない。

3層　暗褐色士（10YR3／3）　しまりない。

4屑　黒褐色士（10YR3／2）にぷい黄橙色土、微良含む。

5屑　灰黄褐色士（10YR4／2）褐色土ブロックを含む。

（床下埋め「ニ）

第20図　H6号住居址実測図

本址は、う・えー9Grに位置し、D4に切られている。北側は駐車場予定地の未調査区域に、南

側は調査区城外にある。平面規模は東壁検出部1．2m、西壁検出部1．0mを測る。壁残高は東壁最深39

未調査区域

A’

1屑＋猥掲色十（】OYR3／2）小磯を含む。

2屑j　暗褐色上（10YI13／3）

にぷい農橙色上粒子・ブロックを含む。

3屑　黒褐色lJ（10YR2／3）

明黄褐色土粒子・ブロック多星含む。炭・灰含む。

4虹　にぷい黄褐色土（10YR5／3）

にぷい黄橙色⊥多韮含む。

5層．黒褐色土（10YR3／2）

にぷい黄橙色土・微量含む。（柱痕）

6屑　暗褐色土（10YR3／3）

隷褐色＿上・明黄褐色土ブロック多量含む。（貼床）

7屑．貯魁色土（】OYR2／3）

8層　尿黄褐色」ニ（10YR4／2）

黒褐色土・にぷい黄橙色土ブロック多致含む。

9屑　黒褐色土（10YR3／2）

明黄褐色士・暗褐色土のブロック多丑含む。

10層　黒褐色⊥（10YR3／1）

にぷい黄橙色土・にぷい黄褐色土粒子及び

ブロックを含む。

標高70830m
（1・80）　　2m

0　（1ニ4）　10cm

第21図　H7号住居址及び出土遺物実測図
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第5表　H7号住居址出土遺物観察表

No． 種　 別 器　 種
法　　　　 量 成　 形 ・ 調　 整 ・ 文　 様

備　　 考 出土 位 置
口 径 （長 ） 底 径 （礪 ） 嵩 高 （厚 ） 内　　　　 面 外　　　　 面

1 土 師 器 土不 （1 「4） － く3 ．1 ＞ ナ デ 口 緑 部 ヨ コナ デ 、 胴 部へ ラケ ズ リ 回 転 実 現 フク 土

2 土 師 器 1不 － （7 ．6） く2 ．7 ＞ ヘ ラ ミガ キ → 黒 色 処 理 へ ラ ミガ キ 回 転 実 演 フ ク 土

3 土 師 器 璽 7 ．6 ＜ 5 ．2 ＞ ヘ ラナ デ ヘ ラ ミガ キ 完 全 実 測 フ ク 土

4 土 師 器 鉢 （12 ．6） ＜ 5 ．B ＞ ヘ ラミ ガ キ 口糧 郡 ヨコ ナ デ 、胴 部 へ ラミ カ キ 回 転 実 演 フ ク 土

cmを測る。土層観察面では、50cmの壁高が確認できた。遺構確認面は、全体層序Ⅱ層内である。

軸方位はN－230－Wを測る。覆土1・2層は、自然堆積とみられる。3層は地山の明黄褐色土のブ

ロックや粒子を多量に含んでおり人為的な埋土も考えられる。3層下部には炭・灰・焼土粒子が多く
見られた。平面的には、PlからP2にかけて炭・灰・焼土が床面上から検出された。

主柱穴Pl・P2間は2．3m、深さはPlが61cmP2が54cmを測る。柱痕が確認でき、Pl・P

2とも径20cm円形。幅15～20cm深さ15cm前後の周溝が東壁直下で確認された。平坦な床面は、黒褐色

牛董痘迩

くこ＝＝＝⊃

1層　監褐色土（10YIi3／2）小石少Ⅱ含む。

2層　祭褐色土（10YR3／1）小石・にぷい黄橙色土少Ⅱ含む。

3層　灰黄褐色lニ（10YR4／2）にぷい黄橙色上がも黒褐色土ブロック微量含む。

4屑　暗褐色土（10YR3／4）暗褐色土のブロック多く含む。

5層　暗褐色土（10YR3／3）にぷい鵡褐色土ブロック・暗褐色土ブロック多韮含む。

6屑　にぷい黄褐色土（10YR5／4）暗潤色士ブロック多く含む。

7周　黒褐色土（10YR3／2）にぷい弟褐色土少敢含む。

8屑　にぷい黄褐色L（】OYR4／3）暗褐色土・明鏡褐色上ブロック含む。

9層。リ、雄細目‘（川YR3／2）にぷい黄樺色含む。

8　　　　　　　　0 0　　　（1・4）　10cm

第22図　H8号住居址及び出土遺物実測図
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土・明黄褐色土が混じる暗褐色土で堅く敲き締められていた。掘方は壁際が20～30cmと深く、にぷい
黄橙色土と黒褐色土ブロックを含む灰黄褐色土が埋められる。柱穴上部半分も同一土で埋められてい
た。

出土遺物には、土師器、弥生土器小片がある。1・2は土師器杯で、1は底部半球状でロ緑部弱く

内傾する。口緑部と休部の境が明瞭である。2は底部は浅い半球状を呈し、ロ縁部と休部の境がなく

なっている。内面黒色処理される。3は土師器壷であろうか。4は内面ミガキが施される土師器鉢。

本址は少ない出土遺物で時期は明確でないが、7世紀代に位置づけられようか。

（8）H8号住居址
本牡は、お－10Grに位置し、HlOに西側を切られている。北側は駐車場予定地の未調査区域に、

南・西側は調査区城外にある。平面規模は東壁検出部1．2m、壁残高は東壁最深44cmを測る。軸方位
はN－20－Wを測る。覆土1層は自然堆積、2・3層は地山明黄褐色土のブロックが多量に混じり

人為的埋土とみられる。柱穴Plは床下から検出され、深さは66cmを測る。幅15～20cm深さ15cm前後

で断面U字形の周満が東壁直下で確認された。平坦な床面は、にぷい黄褐色土が混じった2～6cmの

暗褐色土で堅く敲き締められていた。床下の掘り込みは壁際が40cmと深くなり、にぷい黄橙色土と明

褐色土ブロックを含む土が埋められていた。
出土遺物には、須恵器、土師器、弥生土器、石器がある。1～4は須恵器杯身で、1・4は床面下

のPl西脇から並んで出土、3はPl内から2はPl北の床面直上から出土した。酸化焔焼成、底部

回転へラ切り後手持ちへラケズリされ外周はへラナデされる。2の底部は、回転へラ切り後手持ちへ
ラケズリ・へラナデされる。3の底部は静止糸切り後外周を手持ちへラケズリされる。へラ記号「－」

が刻まれる。4は浅い身の有台杯で、底部は回転へラケズリ後高台貼付される。5～6はへラケズリ

される土師器碧で、5は床面直上から6・7は床面下から出土した。9は磨り面を持つ敲石で擦る敲

くの両機能を有す。

本址は、出土遺物より8世紀前葉に位置づけられる。

第6表　H8号住居址出土遺物観察表

仙 種　 別 器　 種
法 豊 成　 形 ・ 調　 整 ・ 文　 様

備　　　 考 出 土 位置
口 径 （長 ） 底径 （幅 ） 器 高 （厚 ） 内　　　　 面 外　　　　 面

1 須 悪 諒 土不 （14 ．3 ） 7 ．9 5 ．2 ロ ク ロ ナ デ→ み こ み 都 パ ケナ デ
ロ ク E ナ デ → 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 手 持 ちへ ラ

ケ ズ リ 、 外 周へ ラナ デ
完 全 実 測 ホ リ方

2 須 恵 器 土不 14 ．1 8 ．3 3 ．6 ロ ク ロ ナ デ
ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 手持 ちへ ラ

ケ ズ リ 、 ヘ ラナ デ
完 全 実 測 、 外 面 に 自然 粕 付 薦 P l 北 脇 床面 直 上

3 須 恵 蒸 土不 （12 ．7 ） 5 ．1 4 ．2 ロ ク ロ ナ デ
ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 へ ラナ デ→

底 部 外 周 手 持ち へ ラ ケ ズ リ
完 全 実 測 、 底部 にヘ ラ言己号 あ り P l 内

4 須 恵 器 皿 2 1．2 15 ，7 3 ．9 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ →底 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ →高 台 貼 付 完 全 美 男リ ホ リ方

5 土 師 器 染 － 5 ．7 ＜14 ．4 ＞ ヘ ラナ デ 胴 部へ ラ ケ ズ リ、 底 部 へ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 床 面 直 上

6 土 師 器 重臣 （15 ．4 ） く8 ．4 ＞ 口 緑 ヨ コナ デ → 胴 部 へ ラナ デ ロ 緑 ヨ コ ナ デ→ 胴 部 へ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 ホ リ方

7 土 師 器 整 く5 ．4 ＞ ヘ ラ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 ホ リ方

Nn 器　 種 素　 材 残 存 率 最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 重　 量 所　　 見 出 土 位置

8 剥 片 黒 曜石 3 ．0 主9 0 ．6 3 ．5 9 ホ リ方

9 贋 ・敲 石 花 崗岩 1 1，7 6 ．3 3 ．6 フ ク 土

（9）H9号住居址

模高70860m

O　　　（1．80）

二立
A二

1層　暗褐色土（10YR3／3）
炭・焼土ブロック含む。粘質あり。

2屑　暗褐色⊥（10YR3／3）

黒褐色土・明黄褐色士のブロック多址

かたくしまる。（」末）

A，　　3屑　暗褐色土（10YR3／4）
黒褐色土・明黄褐色」このブロック多通。

しまりなし。

第23図　H9号住居址及び出土遺物実測図
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本址は、あ・い－2・3Grに位置し、M4号溝状遺構に全体を切られ、M3を切っている。西側
は駐車場予定地の未調査区域に、東側は調査区城外にある。流路M4の影響で床北側は喪失し、唯一

両壁が検出できた。軸方位はN－300－Wを測る。残存している床面は、堅く締まった敲き床である。
M4際には、床面に張り付くように焼土の分布が見られた。出土遺物は、床面下の掘方埋土内から1

の土師器小型碧が図示できた。口唇端部がごく短く内傾する。胎土精選されていてへラケズリがナデ

の効果となっている。他に小片であるが同様な胎土の内斜口縁を持つ土師器杯片が多数出土している。

本祉は少ない出土遺物で時期は明確でないが、古墳時代後期初頭に位置づけられようか。
（10）Hl0号住居址　本地は、お－10Grに位置しH8を切っている。僅かに床面を確認できたのみ

で詳細は不明。壁高は深く80cmを測る。
2．掘立柱建物址

（l）Fl号掘立柱建物址　本牡は、か－4・5Grに位置し、Hl・P53を切り、P39に切られてい
る。形態は方形1間×1間の側柱式建物址である。軸方位はN－200－Wを測る。規模は桁行2．8m（P

2～P3）梁行2．6m（Pl～P2）を測る。深さはPlが66cmP2が61cmP3が46cmP4が46cmを測る。

断面はすべてテラスが有り、柱を窺わせる一段深く掘られる部分がある。Plから土師器杯、P2か
ら土師器塔婆、P3から須恵器肇、P4から土師器襲・須恵器杯の小片が出土した。本址の帰属時期は、

旦◎2ヂ

Fl

‾‥　‥　　　∵「「．∴．

旦喝。　鋼4宣

‾‾‾‾‘’‾‾∴

∴′‾‾‾　〕． 予：

0　誓霊昔　4m

第24図　掘立柱建物址実測図

3．土坑
D1号士坑　本址は、え

ー5Grに位置する。長径
1．16m短径1．0m深さ20cm、

土師器聾小片が出土。帰属

時期不明。

D2号土坑　本址は、え
一5G rにある。径1．26m

の円形を呈し、深さ34cm。

縄文中期後半深鉢小片が出

二　∴‡∴二‾　－・・∵㍉予二；・∴
1層　黛栂色⊥（10YR3／2）パミス少1も　ローム粒子含む。

2層．里褐色土（10YR2／3）柱痕。

0　誓岩m　4m　　　3屑にぷい脚色しこ（10YR4／3）ロームブロック多量ロ

切り合い関係から古墳時代6世紀後半のH1号住居祉以降である。

（2）F2号掘立柱建物址　本址は、え・お－6・7Grに位置す

ぎ　る。形態は方形1間×1間の側柱式建物址で、軸方位はN－30。－
Wを測る。規模は桁行2．0m（Pl～P4）梁行2．0m（Pl～P
2）、深さはPlが35cmP2が40cmP3が35cmP4が16cmを測る。

Plで径18cmの柱痕が確認できた。Plから土師器碧、P2から縄

文中期土器の小片が出土した。帰属時期不詳である。

飢
標芯70830m

O（1ニ80）1m
ll　　1

1屈　黒褐色土
（10YR3／2）

にぷい黄褐色土

ブロック・パミス

少丑含む。

A A．

㌦勇、T
l層　果褐色土（10YR2／2）

にぷい黄褐色土ブロック微血。
2層　黒褐色土（10YR3／2）

にぷい黄褐色土ブロック・

パミス少拉含む。

3屑　にぷい黄褐色土（10YR4／3）

パミス・ローム粒子含む。

－21－

二
A　2　　　　　2

㍉T了

1
匪
　
パ
札
－
T
A

1層　黒褐色士（10YR3／2）

にぷい黄褐色上ブロック

パミス少皿含む。

2層　にぷい黄褐色土

（10YR4／3）

パミス・ローム粒子含む。

第25図　土坑実測図

MAl
謝金区域外

Aで≡ク、ニメ

：三．、「＿．＿・T

l屑　暗褐色土（10YR3／3）

黒褐色土ブロック含む。

2屑　灰黄褐色土（10YR4／2

黒褐色tブロック・

にぷい黄橙色士含む。

A’



土。帰属時期不明。n3号土坑　本址は、えー5Grに位置する。長径1．14m短径1。06m深さ30cm、

出土遺物なし。帰属時期不明。D4号土坑　本址は、えー9Grに位置する。長径1。1m短径検出部0．
4m深さ56cm、へラケズリされる土師器碧片、内面黒色処理が施される土師器杯片、有段目縁杯片が

出土している。帰属時期は、H7号住居址を切ることや出土遣物から古墳時代後半に位置づけられよう。
4．溝状遺構

（1）Ml号溝状遺構　本址は、うーえー3Grに位置し、東西にのびるているがH9。M4では、

確認されない。覆土の2。3層は砂。円礫・シルトが主で東から西への流路であった。溝底面は概ね

逆台形であるが、凹凸が激しい。幅0。6～0。74m検出部長6．7m深さ22－35cm、底面に20－50cm大の角
礫がある。縄文後期土器。弥生後期土器・土師器のそれぞれ摩耗した小片が出土した。獣骨も出土し

ている。M4より新しいとみられる。（2）M2号溺状遺構　本址は、あーお－4－6Grに位置し、

東西にのびる。Hl。H3～H5。P41。P62に切られている。覆土の2－4層は砂。円礫eシルト
が主で東から西への流路であった。溝底面は筋状に凹凸が激しく、水勢で深く挟られている箇所もあ

る。幅0．94－1．3m検出部長17．4m深さ23－45cm。図示したほかに、縄文土器。弥生後期土器e土師

器。須恵器のそれぞれ摩耗した小片が出土した。1は内面黒色処理が施される土師器高塚、2。3は
磨石。帰属時期はHl。H5との重複関係から、6世紀後半以前である。

（3）M3号満状遺構　本址は、あ。い－3Grに位置し、東西にのびる。H4付近では確認されな

かった。M4e P75に切られている。他の溝とは異なり流水の痕跡はない。断面は逆台形を呈する。

幅1。Om検出部長1。4m深さ41cm。図示した他に縄文後期土器e弥生後期土器。土師器。須恵器小片が
出土した。

4は弥生時代後期の碧である。帰属時期は不明。（4）M4号満状遺構　本址は、い－1。2Grに

位置し、東西にのびる。隣接する西近津Ⅵの調査区でも確認されている。H9。M3を切る。覆土の

2。4～6層は砂。円礫。シルトが主で東から西への流路であった。溝底面は凹凸が激しく、水勢で
深く決られている箇所もある。幅8．2m検出部長1。5m深さはH9と重複する部分では20～40cm、北側

は1。Omで深くなる。図示したほかに、底部糸切り痕の土師器杯。内面黒色処理される杯。須恵器の

それぞれやや摩耗した小片が出土した。5は内面黒色処理が施される土師器高塚、7は土師器内斜口
縁の杯、8～10は須恵器蓋杯。11の硬質砂岩の石製品は表裏面e側面ともよく磨かれていて光沢を帯

びる。擦痕も多く見られる。12は鉄嫉、13は刀子、14は不明銅製品。帰属時期は不明確であるが、弥
生時代後期～平安時代の遣物が出土している。

第7表　溝状遺構及び試掘トレンチ出土遺物観察表
No． 種　 別 器　 種

法　　　 童 ．．、 成　 形 ．．・ 調． 整 ・．文 ・様
．・．備　 考 出土 位置口径 （長 ）－ 底径 （幅 ） 器 高 （摩 ） ．． 内 ′　　　 面 ． 外　　　　 面

1 土 師 器 高塀 （1 2 ．0 ） 9 ．2 8 ．2 師 部 へ ラミ ガ キ→ 黒色 処 理 、脚 部へ ラ ナ デ ヘ ラケ ズ リ 完 全 実測 M 2
4 弥 生 覇至

：瓦 － 7．6 ＜ 6 ．6＞ ヘ ラ ミ ガキ ヘ ラ ミガキ 完 全実 測 M 3
5 土 師器 高士不

－ （1 1．2） ＜9 ．3＞ 師 部 へ ラミ ガ キ→ 黒色 処 理 、脚 部ナ デ ヘ ラミ ガキ 完 全実 測 M 4
6 土 師器 覇至

二五 － 9．4 ＜ 2 ．4＞ ヘ ラ ミ ガキ 底 部剥 落 が激 しい 完 全実 測 M 4
7 土 師器 杯 （1 2．6） － ＜5 ．7＞ ナ デ ナ デ 回転実 測 M 4
8 須 恵器 蓋 － （9．6） 2 ．5 ロ ク ロナ デ ロ クロ ナ デ→ 天井 部 回転 へ ラケ ズ リ→ つ まみ 貼付 完 全実 測 M 4
9 須 恵器 蓋 － （9．8） 2 ．9 ロ ク ロナ デ ロ クコ ナデ → 天井 部 回転 へ ラケ ズ リ 回 転実 測 M 4
10 須 恵器 蓋 － 9 ．6 ＜ 1 ．9 ＞ ロ ク ロナ デ ロ クロ ナデ →天 井 部 回転 へ ラケ ズ リ→ つ まみ 貼付 痕 あ り 完 全実 測 H l付 近遺 構確 認 面
N o． 器　 種 素　 材 残 存 率 最 大 長 最 大幅 最 大 厚 童 ．董 所　　 見 出 土位 置
2 編 物石 硬 質砂 岩

－ 8 ．8 5 ．5 2 9 5 ．3 0 M 2
3 編 物石 輝 石 安山 岩 13 ．6 6 ．8 4 ．3 6 0 5 ．80 M 2
1 1 石 製品 硬 質砂 岩 4．3 4 ．1 2 ．4 98 ．9 0 トレン チ 2
12 鉄鉱 鉄 8，3 0 ．9 0 ．3 M 4
13 刀子 鉄 8 ．9 1．3 0．3 M 4
14 不明 胴 2 ，3 1．1 0 ．3 トレ ンチ 3

5．ピット群

単独のピットとして69個が検出された。Fl号掘立柱建物址の周辺に特に集中していた。P7eP8．

P12。P16・P28・P39。P40。P41から20－30cmの柱痕が確認された。第8表に示したように多く
のピットから遺物が出土した。縄文時代中期。後期、弥生時代後期、土師器。須恵器の小片である。
6．まとめ

竪穴住居址は、13軒検出された。3軒は試掘調査で所在だけ確認した。調査の及んだ10軒も未調査区

域や調査区外の部分が多い。6世紀後半が2軒（Hl。H5）、6世紀代が1軒（H9）、7世紀後半

－22－



が1軒（H4）、8世紀代が2軒（H7・H8）、11世紀代が1軒（H2）、不明が3軒（H3・H6・

HlO）であった。同様な時代の竪穴住居址は、長野県埋蔵文化財センターが調査中の西近津遺跡群や
佐久市教育委員会が調査中の西近津遺跡Ⅲ～Vで300軒ほど検出されている。西近津遺跡群の西側に
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2屑　にぷい炎褐色上（10YH5／3）

砂・門礫・音符状にシルト含む。

3層　褐色士（10Y削／4）

シルト・砂を合む。
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M3　1桐　全体層序の第＝〒7j

2層　M′1の5層。
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ロL一ムブロック少札

4屑＋黒則包L（10Ylと2／2）

5柄　黒船色！（用Yli2／ごり

△　2　　△’
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M2　1胴　全体層序の第1屑

2椚　暗褐色土（10YR3！4）ンルト質上。

3層　褐色土（10YR4／4）砂4、礫がも　シルト少腿含む。

4屑　褐灰色士（10YR4／1）ローム粒子‥砂を含む。

M4　1層　全体層序の第I屑

2層　暗褐色土（iOYR3／4）シルト質し　かたくしまる。

3層　黒褐色士（10YR2／3）　しまりない。

′1屑　暗褐色1ニ（10YR3／4）ロームの小ブロック多並。

しまりあり。

5屈　伸・小磯・シルト

6屑　暗褐色士（10YR3／4）砂の小ブロック含む。

しまりない。
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12

。12～13　6。。〒こ＝〇三〇
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第26図　溝状遺構実測図及び溝状遺構・試掘トレンチ出土遺物実測図
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多量に遺物がみられる縄文時代の遺構や南側で検出された弥生時代の遺構は確認されず、少量の土器

片が出土した。注目される遣物はH4号住居址の鉄鈴とH1号住居址の耳鏡である。以下市内の出土

例を列記しておく。鉄鈴・銅鈴はH4に記したように5点（鋼鈴3、鉄鈴1、鋼製の馬鈴1）が出土

している。住居址から4点、溝から1点である。本遺跡例で6点となる。耳鏡は古墳以外で10遼跡19
点（金減金が17点、銀減金が中原遺跡群SB43住・中西の久保遼構外の2点）がある。本遺跡例で11

遺跡21点となる。
P8　　　　　　　　　　P12　　　　　　　　　　p16

中原遺跡群4点　竺　　　E W E N S
（7C住居址3軒、
不明）、芝宮遺跡

祉2軒、9Cl軒、
溝2条）、長土呂
遺跡群2点（7C

‘‡言　う二．．至　上ノ

群5点（7C住居　P雷　。P豊　　E P等　　E

・∴言　‾ノ・十　十
住居祉2軒）、宮　P憲　　E P霊
ノ反Al点（7C
住居址）、長野原
1点（6C住居

址）、川原端1点　P等　　　E
（7C住居祉）、直
路Ⅱ1点（溝）、
中西の久保Ⅱ2点
（遺構外）、東五里
田1点（8C住居
址）、下聖端1点
（8C住居址）。

P58
W

P41　　　　　　　　　　　P43

N S W

－∵：〕

P59

W

P60
EWE

ク言／　誉′フノ、

標高708．30m
断面図（1こ80）　　2m
平面図（1こ200） 5m

P74

E W E

去；．て三．・；；壬三；

第27図　ピット群実測図
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第8表　ピット計測表

準構名 検出位置 平面形
規模 （cm ）

備　　 考 遺構名 検出位置 平面形
規模 （Cの

備　　 考
長軸長 短軸長 深さ 長軸長 短軸長 深さ

P l え 3 楕円形 66 46 28 褐色土、土師器空片 （古墳）
P 40 お 4 円形 46 40 74

にぷい褐色土、柱痕 （¢20c m ）、

土師器慧片P 2 え 3 円形 54 50 41 にぷい黄褐色士、土師器誓片 （古墳）

P 3 え 4 楕円形 86 66 22 にぷい黄褐色士、土師器婆片 P 41 え 5 楕円形 72 52 39 灰黄褐色土、柱痕 （¢30c m ）

P 4 え 4 楕円形 62 46 38 底面堅い P 42 欠番 F l の P 4 へ

P 5 え 4 円形 48 42 35 黒褐色土 P 43 か 5 円形 60 52 29 にぷい黄褐色士、柱痕、土師器誓片

P 6 お 4 円形 32 32 19 黒褐色土 P 44 か－4 ・5 楕円形 44 32 42 黒褐色土、土師器誓片

P 7 お 4 楕円形 64 48 42
にぷい黄褐色士、柱痕（¢20c m ）、

土師器璽片 （古墳）

P 45 欠番 F lの P 3 へ

P 46 き 5 楕円形 50 （16） 34 黒褐色土

P 8 お －4 ・5 8 の字形 56 36 41 こぶい黄褐色士、柱痕 （¢24cm ） P 47 お 5 円形 42 36 32 褐色土、柱痕

P 9 お 5 円形 32 30 25 暗褐色士 P 48 欠番 F2 の P 2 へ

P lO お 5 円形 36 36 50 暗褐色土 P 49 え 6 楕円形 60 36 19 褐色士

P 11 お 5 円形 48 （30 ） 33 こぶい黄褐色土、縄文土器片、土師器慧片 P 50 お 4 楕円形 （54） 36 27 暗褐色土

P 12 お 5 円形 48 48 51 こぶい黄褐色士、柱痕 （¢20c m ） P 51 か 5 円形 52 46 28 黒褐色士、土師器璽 ・杯片

P 13 え 3 円形 60 58 22 暗褐色土、弥生後期土器片、土師器要片 P 52 か 5 8 の字形 62 36 22 暗褐色士、土師器誓 ・高塀片 （古墳）

P 14 え 4 円形 46 34 35 黒褐色土 P 53 か 5 （円形 ） 62 （36） 63

P 15 お 5 円形 64 64 23 こぶい黄褐色土 P 54 き 5 楕円形 44 28 黒褐色士　 底面かたい

P 16 お 4 円形 70 60 46
褐灰色士 、柱痕 （¢20c m ）、

土師器誓 ・士不片

P 55 か 5 円形 36 36 25 暗褐色土　 しまりあ り

P 56 う4 （円形 ） 44 （22） 33 日昌褐色土

P 17 お ・か －4 楕円形 60 44 28 暗褐色土 P 57 え 4 （円形 ） 54 （30） 32 日昌褐色土、土師器空片 （古墳）

P 18 か 4 楕円形 66 36 42 日昌褐色士 P 58 え 4 （円形 ） 72 （40） 29 暗褐色土、土師器誓 ・杯片 （古墳）

P 19 欠番 F l の P lへ P 59 う・え ー5 円形 48 44 32 暗褐色士

P 20 か 5 楕円形 68 52 59
黒褐色士、縄文土器片、弥生後期杯片、

土師器慧 ・士不片 （古墳）

P 60 う 5 楕円形 36 20 15 黒褐色士

P 61 う 5 （円形 ） 32 （18） 16 暗褐色土

P 21 お ・か －5 円形 46 40 24 暗褐色士 P 62 う 5 楕円形 66 48 28 暗褐色土 、土師器空 ・杯片

P 22 か 5 楕円形 50 40 30 日昌褐色士 P 63 か 5 円形 48 44 14 黒褐色土

P 23 欠番 F lの P 2 へ P 64 き 5 円形 52 50 17 暗褐色士

P 24 き 5 楕円形 56 36 35 土師器禁片 P 65 き 5 楕円形 44 32 18 暗褐色士

P 25 き 5 方形 50 46 37 暗褐色土、柱痕、土師器誓片 P 66 か 5 円形 56 （34） 20 黒褐色土

P 26 き 5 楕円形 56 44 25 黒褐色土、土師器誓片 P 67 お 7 円形 80 64 42 暗褐色士

P 27 き 5 楕円形 56 46 27 褐色士 P 68 お 7 楕円形 120 52 24 日昌褐色土、土師器誓 ・杯片

P 28 か ・き－5 楕円形 52 36 23 褐色土 柱痕 （¢20c m ） P 69 か 6 円形 （70） （66） 65 土師器誓 ・士不片

P 29 き －5 ・6 8 の字形 72 44 44 土師器禁 ・杯片 （古墳） P 70 か 6 楕円形 （70） （44） 65 暗褐色土

P 30 か 5 （円形 ） 64 （30） 49 黒褐色、土師器杯片
P 71 い ・うー9 円形 72 68 43

暗褐色士、須恵器土不片、

土師器婆 ・杯片 （古墳）
P 3 1 か 5 円形 52 46 40

黒褐色士、弥生後期壷片、

土師器禁 ・士不片 （古墳） P 72 い 8 円形 58 56 29 暗褐色士、土師器禁 ・杯片 （古墳）

P 32 か 6 円形 68 58 43 土師器誓 ・杯片 （古墳） P 73 い 8 円形 62 58 47 暗褐色土、土師器璽 ・杯片

P 33 か 6 円形 58 46 56 黒褐色土、土師器誓 ・士不片 （古墳） P 74 い－7 ・8 円形 72 72 31

P 34 お ・か R 5 円形 36 32 19 黒褐色土
P 75 あ 3 楕円形 58 38 31

暗褐色土、縄文土器片、

土師器誓 ・杯片、須恵器士不片P 35 え ・お－5 円形 56 44 20 黒褐色土

P 36 欠番 F2 の P 3 へ P 76 あ 3 円形 47 44 46 暗褐色士、弥生後期壷片、土師器誓 ・杯片

P 37 欠番 F2 の P 4 へ P 77 あ 4 円形 44 （36） 23 日昌褐色土

P 38 欠番 F2 の P lへ

P 39 か－4 ・5 楕円形 48 34 38 褐色土 柱痕 （¢20cm ）

第9表　周辺遺跡一覧表

′′‾＿＿一所 在 地‾′ 調 一重 年 度 ‾ノー
芸乙、・．＿ニ

1 西近津Ⅵ 長土呂森下 平成20年度 住居址10（古墳 5 、奈良 1 、平安 1 、不明3 ）、掘立柱建物址溝址2 、土坑 4 、満址4 他

2 西近津 長土呂西近津 昭和46年度 住居址 4 （古墳3 ）溝址 8

3 下長畝 長土呂下永畝 昭和60年度 住居址 4 （弥生2 、不明 2 ）、士坑7 、溝址3

4 森下 長土呂森下 ・若宮 ・西近津他 昭和63年度 住居址20 （弥生4 、古墳 5 、奈良 1 、平安6 、不明 3 ）、土坑29、溝址 6 他

5 三賞欄 長土呂三貫畑 平成 2 年度 住居址4 （弥生 1 、古墳 1 、奈良 1 、平安 1 ）

6 西近津 Ⅲ 長土呂西近津 平成15年度 住居址6 （古墳5 、奈良 1 ）、竪穴状 1 、士坑 1

7 西近津 Ⅲ 長土呂西近津 ・森下 平成18年度 住居址29 （古墳～平安）、士坑2 0 、満址 2

8 西近津Ⅳ 長土呂森下 平成19 ・20年度 住居址53 （古墳～平安）、掘立柱建物址 3 、土坑5 8 、満址 13

9 西近津V 長土呂西近津 平成19年度 住居址19 （弥生後期2 、古墳 1 1 、奈良～平安6 ）、古墳 1 、士坑10、溝址 7

10 西近津ⅥI 長土呂三貫畑 平成20年度 住居址26 （弥生後期7 、古墳 2 、奈良3 、平安 9 、不明 5 ）、掘立柱建物址2 、土坑 12 、溝址2 他

11 西近津遺跡群 長土呂森下 ・西近津 平成18～ 20年度 長野県埋文センター調査中
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遺　　 跡　　 名 西近津遺跡群西近津遺跡Ⅵ （N T Ⅵ）

遺 跡 所 在 地 佐久市長土呂字森下1803－3

遺　 跡　 番　 号 29

経　　　　　 度 1380－27′－22。′′（世界測地系）

緯　　　　　 度 360－17′－04．′′（世界測地系）

調　 査　 期　 間
2008．4．22～2008．6．6 （現場）

2008．6．9－2009．3．27 （整理）

調　 査　 面　 積 285 ni

調　 査　 原　 因 長屋建住宅建設

種　　　　　 別 集落址

主　 な　 時　 代 古墳時代～平安時代

遺　 跡　 概　 要

遺構　　 竪穴住居址10軒 （古墳～平安） 土坑4 基　 溝状遺構4 条　 ピット69個

遺物　　 縄文土器　 弥生土器　 土師器　 須恵器　 鉄器　 鉄製品 （鉄鈴）石器

石製品　 石製模造品 （臼玉）昔鋼製品 （耳環）白磁　 獣骨

特　 記　 事　 項 古墳時代後期の焼失住居址や鉄鈴の出土は、貴重な資料となった。


